
第二次「国と地方の協議」（平成２４年秋）　新たな規制の特例措置　優先提案一覧
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目 Ｃ ― ―

御提案については、実務者レベルの打合せにおいて、自治体が要望した「工作物等に代わりライ
ンで区画することを認めること」に対する、自治体の要望の根幹である「歩行者と自転車の通行方
法を明示して安全に通行させる」という事項を実現する代替案として、現行法令により「堤防道路
を市道認定する際に、自転車歩行者専用道路に指定し、車道外側線（道路標識、区画線及び道
路標示に関する命令第７条の規定により、「路側帯」とみなす）を設置することにより通行方法を明
示することが可能である。」との結論に至ったものと認識しております。
なお、区画線を設けるに当たっては、道路法第95条の２の規定に基づき、新潟県公安委員会の
意見を聴かなければならないとされております。

ａ

実務者協議において代替案として、現行法令により「堤防道路を市道認定する際に、自転車歩行
者専用道路に指定し、車道外側線（道路標識、区画線及び道路標示に関する命令第７条の規定
により、「路側帯」とみなす）を設置することにより通行方法を明示することが可能である。」との結
論に至ったことについては了解します。区画線を設けるに当たり、今後、新潟県公安委員会と詳
細について協議を進めてまいります。

代替案が示され、自治体も了解し、要望は実現可能であ
ることが明らかとなったため協議終了。自治体は区画線を
設けるに当たり、地元公安委員会等と協議を進めること。
但し、協議を進めた結果、取り組みが実現できないことが
判明した場合は、警察庁、国土交通省と改めて協議を行う
こととする。
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【ボトルネック】
・道路交通法第2条及び道路構造令第
2条の規定では、歩道、自転車道は縁
石線又はさくその他これに類する工作
物によって区画された部分とされてい
る。当市が提案する形で自転車と歩行
者の通行区分を明示し、通行させるた
めには、工作物でなく、ライン表示でも
区分されていると認められることで実
現が可能となり、これがボトルネックで
あると考える。

【緩和を要望する理由】
・当該堤防道路は、河川敷という景観
の良さもあり、ウォーキングやサイクリ
ングを楽しめる道路として市民に認知
されている。
・市民の声として、「自転車と歩行者が
混在となっており、危険を感じる」「景
観の良い道路として維持・整備して欲
しい」という声がある。
・当市としては、市民の要望に応えると
ともに、交通弱者である歩行者の安全
を確保すべく、自転車と歩行者を区分
したいと考えている。
・区分する具体的な手法として、別紙
の通りを考えており、これは歩行者の
両側を自転車が通行するよりも、片側
を通行した方が歩行者の安全は確保
されるとの考えに基づくものである。
・現行の規定では工作物で区分するこ
ととされているが、堤防道路の性質
上、水防活動の妨げとなるような工作
物の設置は望ましくないこと、市民から
も「景観の良さ」を確保して欲しいとい
うニーズもあるところ。
・これらを勘案し、自動車と接触する恐
れが無い、車道と隣接していない歩道
（当該堤防道路のようなものを想定）に
限定するものとし、かつ、路面上に
マークと矢印を表示し、通行する場所
と方向の明示を行うことを前提として、
工作物に代わり、ライン表示により区
分されているものと認めていただきた
い。
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・道路交通法第2条
（用語の定義）
・道路構造令第2条
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・道路交通法第2条
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【求める規制緩和等の内容】
・河川の堤防道路（幅員4m）を舗装し、
車両通行禁止（但し、自転車は除く）と
して市道認定するにあたり、舗装上に
ラインを引き、自転車と歩行者の通行
区分を視覚的に明示したい。加えて、
自転車の通行区分内に更にラインを
引き、自転車の走行する方向を視覚的
に明示したい（詳細は別紙参照）。
・当市の提案する道路標示を具体的に
実現するにあたり、地元警察等との事
前相談の結果も考慮し、自転車道と歩
道に区分する方法にて実現を図りた
い。しかし、道路交通法第2条及び道
路構造令第2条の規定により、自転車
道と歩道を工作物で区分することとさ
れているため、工作物でなく、ライン表
示でも、区分されているものとして認め
てくれるよう、規定を緩和していただき
たい。
・なお、緩和することに伴う安全確保の
ための措置として、ライン表示により区
分が可能な場合としては、自動車と接
触する恐れが無い、車道と隣接してい
ない歩道（当該堤防道路のようなもの
を想定）に限定するものとし、かつ、路
面上にマークと矢印を表示し、通行す
る場所と方向の明示を行う。
【規制緩和等による効果】
・当該総合特区は「歩いてしまうまちづ
くり」の構築を標榜しており、そのため
には徒歩や自転車が安全に通行でき
る環境整備が必要と考えている。ライ
ンがなく、通行する区分が明示されな
いと、かえって自転車と歩行者が混在
することになると考えており、ラインを
引くことで、昨今の歩行者と自転車の
接触事故等の減少につながるものと
思料している。
【事前相談における見解】
・事前に地元警察署に相談をした際に
は、ラインを引くこと自体が好ましくな
い旨の見解を受けたところである。理
由としては、
①歩行者は原則、どこでも通行するこ
とが可能であり、ラインを引くことにより
通行区分を明示、制限することは望ま
しくない
②道路において、自転車は原則左側
通行。ラインを引くことにより、原則の
ルールとは異なる通行区分を明示する
ことになる。
③自転車通行部分と歩行者通行部分
を工作物によって区画されていない。
そのため、当市が提案する道路標示
による通行区分の明示は認められな
い。
とのことであった。

　　　　　　　　　　　　　　　内閣府記載欄

【Ⅰ：提案者の取組を実現するための方策について国と地方
で合意に至ったもの
Ⅱ：提案者の取組を実現するため方策の方向性について合意
至り、一部条件等を詰めるための協議を継続するもの
Ⅲ：取組を実現するための方策について国と地方の間に見解
の相違があり、合意に至らなかったもの
Ⅳ：一旦協議を終了し、提案者側で再検討を行うもの】

対面協議提案事項の具体的内容 政策課題 回数

国と地方の協議【書面協議】　担当省庁の見解

【A-1：指定自治体の提案どおり総合特区で実施　A-2：全国展開で実施　B：条件を提示して実施　C：代替案の提示
D：現行法令等で対応可能　E：対応しない　F：各省が今後検討　Z：指定自治体が検討】

整理
番号

国と地方の協議【書面協議】　指定自治体の回答

【ａ:了解　ｂ：条件付き了解　ｃ：受け入れられない　ｄ：その他】
特区
区分

総合
特区
名

提案事項名

1／1

http://www.kantei.go.jp/jp/singi/tiiki/sogotoc/kyougi/bessi_H24aki/bessi_H24aki_SWC1591.pdf
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/tiiki/sogotoc/kyougi/bessi_H24aki/bessi_H24aki_SWC1591.pdf
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/tiiki/sogotoc/kyougi/bessi_H24aki/bessi_H24aki_SWC1591.pdf

